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佐久圏域における広域的な公共交通課題

⚫ 隣接する他市町村との調整
➢ 市町村をまたぐ路線バスの沿線市町村負担金の負担割合（立科町）
➢ 公共交通体系の変更（スクールバスの導入とデマンド化）に伴う調整（南相木村）

⚫ コミュニティバスの自市町村域外への乗り入れの検討
➢ 通院の利用ニーズに対する対応（軽井沢町）

⚫ 広域的なバス路線の在り方の検討
➢ 令和２年度の路線別カルテの策定の際、「今後検討」とされた廃止代替路線
（例：佐久市望月～東御市田中を結ぶ久保通線）の検討（佐久市）

【バス】

⚫ しなの鉄道の活性化
➢ （例）沿線自治体を繋いだイベントの実施

⚫ 小海線の活性化
➢ 沿線自治体（佐久穂町、小海町、南牧村、川上村等）の意見を踏まえた対応
➢ 小海線沿線地域活性化協議会と連携した事業展開（地域振興局）

【鉄道】

資料２

佐久圏域内で生じている広域的な課題で、今後何らかの対応が考えられるも
のは以下のとおり。


